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1988年度倫理学講座講義題目

〔講 義〕

助教授 西 谷 裕 作 「倫理学概論」

〔研 究〕

教養部教授 竹 市 明 弘 「日常性と超越一 魂の形成二 」

教養部助教授 有 福 考 岳 「行為と主体性の問題」

欝 師
〔演習1〕

助教授

〔演習II〕

助教授

〔演 習〕

教養部教授

教養部教授

講 師

〔講 読〕

助教授

講 師

塚 崎 智 「社 会 契 約 論 の問 題 」

西 谷 裕 作 「倫 理 学 の諸 問 題 」

西 谷 裕 作 「Descartes;LesMeditationsmetaphysiques」

山 .本 誠 作 「A・N・Whitehead:ReligionintheMaking」

磯 江 景 孜 「Kant:GrundlegungzurMetaphysikderSitten」

深 谷 昭 三 「M・Scheler:WesenandFormenderSympathie」

西 谷 裕 作 ・「W.James:Pragmatism」

桝 形 公 也 「S.Kierkegaard:DieKrankheitzum.Tode」
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趣 旨

1.実践哲学を再び哲学の主要テーマとして取り上げようという動向が近年顕

著になりつつある｡かかる思潮を鑑み,本会はここに 『実践哲学研究』を発

行する｡

2.実践哲学研究といってもその対象とする領域は広大多岐ではあるが,われ

われ (京都大学倫理学科大学院生)は自らの研究を公けにすることによって

それぞれの領域から公正なる批判と判断をあおぎ,各自の問題意識を深める

と同時に相互の交流を図ることを目的とする｡

後 記

1.本誌も創刊以来 11年目を迎え,ここに第 11号を刊行することができまし

た｡これも,この間皆様方から頂きました貴重な御意見,御批評,並びに暖

かい御援助の賜物と衷心より感謝いたしております｡ 今後ともよろしく御指

導の程御願いいたします｡

1.本会は,機関誌発行のはかに各種研究会を催 しております｡本年度は,

C.S.Peirce:QuestionsConcerningCertainFacultiesClaimedForMan,

etc･の輪読会を行っております｡

1.第 11号発表論文の合評会を下記の通り催しますので,御参加いただけれ

ば幸いです｡

日 一時 12月17日 (土) 午後 1時より (終了予定午後5時)

場 所 京都学生センター (百万辺西南 tel.075-77ト6025)

1.五年前設けました賛助会員制度に,多数の方々の御協力をいただき,誠に

ありがとうございました｡当会では,さらに多くの方々に賛助会員になって

いただけますよう,会誌の充実をはじめ,なお一層努力いたす所存でござい

ますので,御支援の程よろしく御願いいたします｡賛助会員の皆様には会誌

一部を送らせていただきます｡ なお賛助会員費は年一口千円で御願いいたし

ます｡
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